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 要  旨 
 2005 年の 1 月から 2007 年の 11 月（冬季のみ）にカナダの Resolute Bay （RSB：74.7°N，
265.1°E）に設置された高感度全天カメラ（OMTIs）で観測された極冠域オーロラ（sun-aligned 
arc：SAA）について、SAA の移動現象と惑星間空間磁場（Interplanetary Magnetic Field：IMF）
の By 成分の向きとの関係に関する統計解析を行った。SAA とは IMF が北向きの時にオーロラオ
ーバル（緯度 65 度～75 度）より高緯度で見られる極冠域オーロラの１つである。全天カメラ
の天頂における発光強度の時系列データを用いて SAA を自動的にピックアップし、そこからポー
ラーパッチなどを誤認定したものを取り除き、朝側で 233 イベント、夕方側で 115 イベントの合
計 348 イベントを SAA として同定した。このような大量の SAA イベントを抽出して大規模な統
計解析を行った研究はこれまでにない。本研究では連続する画像間の相互相関解析（Hosokawa et 
al., 2006）手法を用いて SAA の移動速度を計算し、IMF By との関係を調べた。過去の研究では、
SAA の移動現象は IMF By の向きに依存するという報告がされているが、本研究で統計解析を行
った結果、By の向きに依存して移動するものと、By の向きには関係なく移動するものの 2 種類
の SAA があることがわかった。By の向きに依存して移動する SAA は By ＞ 0 の時には dusk
方向へ、By ＜ 0 の時には dawn 方向へ移動する。また移動方向が By の向きに依存するものと、
依存しないものでは見た目にも違いがあり、前者は比較的静かでゆっくり動くものが多いのに対
して、後者は渦を巻いたり、逆流したりしながら激しく動くものが多い。これらの違いは磁気圏
側のソース領域が本質的に異なることを示唆していると考えられる。また過去の研究で SAA がオ
ーロラオーバルから離れるための条件としても IMF By との関係が報告されており、SAA がオー
ロラオーバルから離れて極冠域に出てくるためにはByの向きの反転が必要であるとされている。
本研究で SAA がオーロラオーバルから離れる時の By 成分の変化を調べた結果、朝側の SAA で
は過去の研究の論理的考察に対応する By の反転が見られるものもあったが、一方で By 成分の反
転がないものもあった。この結果から SAA がオーロラオーバルから離れる条件として必ずしも
IMF By の反転を必要としないと言える。By の反転に関係なく SAA が極冠域に現れる理由とし
ては磁気圏の instability が考えられる。 
 
